
日
持
聖
人
本
州
渡
海
地
考

一O
八

日
持
聖
人
本
州
渡
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江

利

山

義

黒買

日
持
聖
人
海
外
布
敬
の
出
殻
に
就
て
身
延
敬
報
（
第
十
九
巻
第
七
披
）
に
越
ぺ
、
日
持
聖
人
北
進
の
通
路
に
就
て
は
法
華
（
第
二
十
一
巻

第
阿
競
）
に
於
て
説
い
た
が
、
今
回
は
日
持
聖
人
が
本
州
何
れ
の
地
か
ら
北
海
讃
渡
島
に
至
っ
た
の
で
あ
る
か
を
少
し
く
考
へ
て
見
た
い

の
で
あ
る
。
甲
州
南
部
家
は
文
治
五
年
鎌
倉
幕
府
源
頼
朝
の
命
に
依
り
、
九
郎
判
官
義
粧
を
奥
州
衣
河
に
討
っ
て
己
来
、
奥
州
と
は
深
い

因
縁
を
有
し
‘
此
の
南
部
家
と
宗
祖
の
大
檀
越
南
部
六
郎
賞
長
公
と
は
本
別
の
間
柄
で
も
る
る
故
、
営
時
奥
州
路
に
委
は
し
い
事
は
勿
論

で
あ
る
思
ふ
o
宗
祖
の
直
弟
日
持
聖
人
と
し
て
、
放
路
を
奥
州
に
進
め
ん
と
す
る
に
際
し
、
南
部
公
と
何
等
闘
係
交
渉
は
な
か
ワ
た
か
、

之
は
何
時
も
余
の
考
へ
て
未
だ
解
け
ぎ
る
問
題
で
あ
る
。
従
っ
て
駿
州
松
野
御
護
H
A
己
来
津
輯
法
峠
に
於
け
る
日
持
聖
人
御
良
筆
の
題
目

石
に
至
る
ま
で
の
通
路
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
此
の
間
仙
台
孝
勝
寺
の
題
目
石
を
聖
人
の
御
筆
と
し
て
倖
へ
て
居
る
も
の
も
あ
る
が
、
余

と
し
て
は
多
少
の
疑
問
を
懐
い
て
ゐ
る
・
も
の
で
あ
る
。
此
の
直
備
は
他
日
に
譲
る
市
と
し
て
、
犬
休
は
奥
州
何
道
を
語
ら
れ
た
も
の
と
思
ふ
、

鎌
倉
時
代
の
奥
州
街
道
は
未
調
買
の
矯
め
不
明
で
は
あ
る
が
、
東
海
道
五
十
三
次
を
定
め
ら
れ
た
の
は
徳
川
時
代
で
あ
っ
て
、
此
時
奥
州

街
道
は
六
十
九
弐
百
三
十
七
里
十
一
丁
と
し
て
、
江
戸
日
本
橋
か
ら
陸
奥
関
青
森
ま
で
懇
げ
ら
れ
て
居
る
c
此
の
中
盛
岡
以
北
を
例
記
し

て
み
る
左
ら
ば
、
盛
岡
、
柏
杉
、
沼
岩
内
、

一
戸
、
幅
閥
、
金
問
、
一
二
戸
、
浸
水
、
五
戸
、
倖
方
寺
、
藤
島
、
七
戸
、
野
謹
地
、
馬
門
‘

刈
和
揮
、
小
宮
、
捜
虫
、
野
内
、
青
森
等
で
あ
る
。
併
し
之
は
本
道
で
あ
っ
て
、
間
道
と
し
て
は
盛
岡
、
大
更
、
松
尾
、
荒
屋
、
間
山
、



寺
闘
を
通
り
、
特
に
鎌
倉
時
代
は
大
更
か
ら
寺
聞
に
出
で
、
七
時
雨
峠
の
西
側
を
越
え
、
間
山
、
花
輪
、
毛
馬
内
を
通
う
て
津
粧
へ
入
ヲ

た
も
の
で
あ
る
。
津
軽
に
於
て
は
此
底
か
ら
青
森
へ
出
る
に
は
、
古
来
艶
襲
謹
あ
っ
た
も
の
で
近
世
は
鰻
道
奥
羽
本
線
浪
岡
、
大
鰐
迦
、

新
披
、
青
森
で
あ
り
、
足
利
時
代
は
近
世
の
道
路
よ
り
東
方
に
営
る
、
浪
岡
、
五
本
松
、
宝
飴
奥
津
、
入
門
、
高
町
、
青
森
で
＆
り
、
鎌

倉
時
代
は
之
れ
よ
り
東
方
に
営
る
、
金
屋
‘
浅
瀬
石
、
石
名
坂
、
出
石
判
、
十
川
、
法
峠
に
上
り
青
森
へ
下
う
た
様
で
あ
る
。
此
の
道
路

は
営
時
穀
付
誼
と
し
て
年
貢
米
を
運
搬
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
津
較
篤
信
公
は
津
軽
一
統
己
来
軍
昇
上
之
を
閉
鎖
し
て
し
ま
う
た
が
、
法

峠
に
史
蹟
を
止
め
た
日
持
聖
人
と
し
て
は
此
の
遣
を
語
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
余
は
か
L
る
見
解
か
ら
し
て
蓮
華
阿
閤
梨
日
持
上
人
ハ
五

丸
）
の
秋
田
法
華
寺
、
安
仁
法
華
寺
、
弘
前
法
立
寺
の
日
持
聖
人
奮
跡
地
を
誤
謬
と
し
て
訂
王
し
た
い
の
で
る
る
。
右
は
享
勝
年
間
京
都

本
満
寺
塔
中
玉
持
院
二
世
支
持
院
日
零
上
人
創
立
の
寺
で
あ
っ
て
、
上
人
は
此
外
海
道
松
前
並
に
江
差
に
法
華
寺
を
開
創
し
、
松
前
法
華

ヰ
寸
と
小
林
太
良
左
衛
門
良
景
、
小
林
氏
と
土
中
出
現
の
御
像
、
御
僚
と
日
持
聖
人
と
の
因
韓
関
係
よ
り
誤
ら
れ
た
も
の
と
思
ふ
o

青
恭
市
を
南
に
去
る
六
旦
乃
五
七
艮
の
地
点
法
峠
と
、
画
舘
市
の
臥
牛
山
と
に
日
持
聖
人
御
圧
筆
の
題
目
石
は
現
仔
し
て
居
る
故
、

A
7

営
将
よ
り
の
御
出
船
地
を
考
ふ
る
に
営
。
て
も
、
此
の
間
に
就
て
注
意
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
古
来
陸
奥
岡
か
ら
蝦
夷
地
へ
渡
る
に
は

南
部
地
方
と
し
て
は
鮫
港
．
津
轄
地
方
と
し
て
は
三
厩
酷
で
あ
っ
た
。
日
持
聖
人
は
盛
岡
地
方
か
ら
間
道
を
泊
り
、
秋

mよ
り
津
軒
に
入

り
法
峠
に
御
足
跡
を
印
し
て
昂
る
か
ら
‘
青
森
よ
り
東
梅
岸
の
三
厩
カ
聞
に
注
意
す
る
の
は
営
然
で
あ
る
c
然
る
に
歴
史
公
論
（
五
三
日

昭
和
九
年
六
月
一
日
〉
に
は
南
部
の
地
か
ら
北
海
道
石
崎
に
渡
っ
た
と
し
て
あ
る
が
、
此
れ
は
陀
現
闘
の
史
蹟
を
考
へ
た
い
引
自
記
し
た
話

と
町
山
ふ
が
此
の
設
は
是
非
訂
E
し
て
貰
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
此
れ
が
需
め
前
項
に
於
て
本
道
と
間
述
、
間
遣
に
於
て
も
津
軒
の
南
方
よ
り

東
方
へ
の
道
路
に
闘
し
、
近
世
と
足
利
時
代
と
鎌
倉
時
代
色
二
期
に
渡
っ
て
述
べ
た
の
で
あ
る
。
青
森
か
ら
東
海
岸
と
い
へ
ば
津
料
品
T

島

日
持
聖
人
本
州
波
海
地
考

一C
九



日
持
黒
人
本
州
波
海
地
考

一一
O

の
東
部
で
、
青
画
連
絡
舶
に
乗
っ
て
画
舘
へ
向
ふ
な
ら
ば
左
側
に
見
ゆ
る
海
岸
で
る
る
。
此
の
海
岸
は
古
来
か
ら
蝦
夷
島
へ
渡
る
要
路
で

あ
り
、
此
の
要
路
の
中
に
殻
着
の
要
港
が
存
ず
る
の
だ
。
源
義
経
の
蝦
夷
島
入
り
は
多
く
の
史
家
に
於
て
無
稽
た
り
と
せ
ら
れ
て
居
る
が

昔
は
之
を
信
じ
て
居
り
し
箆
め
、
義
粧
品
寸
の
縁
起
に
「
義
経
寺
は
青
森
聯
東
津
軽
郡
三
厩
村
に
殺
り
、
侍
へ
い
ふ
源
九
郎
義
経
逃
れ
て
蝦
夷

地
に
行
く
や
此
地
よ
り
す
と
ぞ
」
と
云
ひ
、

一
統
志
に
コ
ニ
馬
屋
は
松
前
へ
の
津
な
り
、
鎌
倉
質
記
‘
義
経
動
功
記
等
の
警
に
、
義
経
此

よ
り
蝦
夷
島
へ
渡
れ
り
」
と
い
ひ
、
最
近
に
で
も
成
五
日
思
汗
は
源
義
経
也
に
「
東
津
轄
の
三
厩
に
到
り
此
地
の
港
開
よ
り
解
摘
し
」
と
い

ふ
て
居
る
が
、
義
経
蝦
夷
入
り
の
如
何
は
兎
角
と
し
て
、
東
津
軒
郡
の
三
厩
港
は
古
来
蝦
夷
島
へ
の
要
港
で
あ
っ
た
と
と
は
確
で
あ
る
。

で
あ
る
か
ら
今
は
此
の
附
近
を
以
っ
て
日
持
聖
人
御
同
舶
の
地
と
し
て
考
へ
を
進
め
て
居
る
の
で
あ
る
。

二
慨
を
以
っ
て
直
ち
に
日
持
聖
人
御
出
舶
の
地
と
し
訟
や
の
は
、
津
軽
海
峡
に
於
け
る
航
梅
は
度
K
風
や
波
に
依
っ
て
諜
定
通
り
殻
着

出
来
た
い
か
ら
で
る
る
。
い
は
ん
や
六
百
五
十
年
前
の
と
と
故
山
川
ほ
さ
ら
の
事
で
あ
る
。
津
軒
海
峡
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
陸
奥
と
渡

島
の
問
の
悔
峡
で
あ
っ
て
、
其
の
西
に
は
津
軒
の
龍
飛
崎
と
渡
島
の
白
紳
崎
と
で
日
本
海
を
制
し
‘
共
の
東
口
は
斗
南
牛
島
の
大
間
崎
と

渡
島
の
汐
首
崎
と
で
太
平
洋
を
制
し
、
其
の
潮
路
に
就
て
は
‘
北
海
道
志
に
「
津
較
海
峡
は
白
紳
岬
と
龍
飛
岬
の
問
、
海
黒
十
二
車
一
間
分

峡
中
コ
万
潮
路
あ
り
、
第
一
を
龍
飛
と
日
ふ
、
幅
二
十
丁
許
り
潮
勢
最
も
急
綬
た
り
、
第
二
を
中
の
潮
と
日
ふ
、
龍
飛
に
比
す
れ
ば
柏
k

綾
流
と
す
、
共
に
北
海
よ
り
東
海
に
建
す
る
の
潮
路
な
り
、
第
三
を
白
神
と
一
五
ふ
‘
東
海
よ
り
北
海
に
謹
す
る
の
潮
路
た
り
‘
松
前
耕
天

崎
よ
り
坤
位
に
流
る
L
潮
と
洋
中
に
相
遁
ひ
て
周
園
宛
縛
激
勢
十
倍
す
、
然
る
に
共
幅
僅
に
五
六
丁
に
過
ぎ
守
、
住
井
沖
に
烹
り
て
千
流

す
‘
此
の
三
潮
極
め
て
険
謡
、
風
徐
潮
惜
の
日
と
雄
も
、
船
艦
揺
蕩
人
皆
肢
最
し
て
自
ら
持
す
る
能
は
や
L

と
い
っ
て
大
休
に
於
て
潮
は

北
海
か
ら
東
海
に
進
み
、
此
の
潮
路
の
終
る
封
岸
昔
の
ウ
ス
キ
シ
島
今
の
画
舘
と
共
の
附
近
亀
同
郡
石
崎
等
に
日
持
聖
人
の
史
蹟
は
存
し



て
居
る
。
而
し
て
と
れ
が
潮
路
の
穫
す
る
点
は
三
厩
乃
至
共
の
附
近
で
あ
る
か
ら
、
日
持
聖
人
間
舶
の
地
を
此
の
方
面
に
注
意
し
て
も
何

等
無
理
は
危
い
の
で
あ
る
。
向
ほ
常
海
峡
の
航
海
に
就
て
は
、
蝦
夷
行
記
に
「
津
軽
外
ケ
積
三
馬
屋
（
三
厩
）
よ
り
渡
り
七
里
な
れ
ど
も
難

儀
の
渡
り
に
て
、
タ
ツ
ピ
、
中
ノ
汐
‘

シ
ラ
カ
ミ
と
て
三
流
の
潮
筋
あ
り
、
洪
水
の
激
流
す
る
ご
と
く
に
て
、
風
の
ゆ
る
き
と
き
は
乗
切

が
た
し
、
問
風
を
得
て
乗
出
れ
H

と
も
、
沖
に
て
風
ゆ
る
む
時
は
、
潮
に
流
さ
れ
て
南
部
の
沖
へ
漂
流
す
る
な
り
」
叉
小
磯
氏
紀
行
の
奥
荒

海
一
五
く
「
安
永
六
年
松
前
を
去
り
都
へ
師
る
、
八
月
八
日
先
づ
津
軽
三
馬
屋
（
三
厩
）
と
一
五
へ
る
を
さ
し
舟
に
て
渡
る
、
本
晴
い
と
よ
け
れ

ぱ
と
て
乗
出
で
た
る
に
、
秋
の
暴
風
の
定
め
な
く
．

い
と
凄
く
吹
出
て
波
輔
高
く
立
ま
さ
り
て
、
行
く
ぺ
き
三
馬
屋
へ
は
行
か
で
摘
ほ
松

前
の
方
に
吉
岡
と
云
ふ
底
に
着
き
た
ら
、
斯
く
は
な
ど
か
と
人
K
行
末
恐
ろ
し
く
話
り
合
せ
、
九
日
の
卯
の
時
ば
か
り
に
叉
舟
に
乗
出
で

た
る
に
、
沖
津
風
い
と
烈
し
く
今
日
も
漂
ぴ
疲
れ
ぬ
、

奥
の
海
や
千
烏
を
跡
に
行
く
舟
の

波
安
か
れ
と
思
ふ
ば
か
り
ぞ

兎
角
す
る
内
に
明
か
な

E
み
た
れ
ど
、
一
二
一
鳥
屋
へ
は
行
く
べ
き
風
た
く
て
平
舘
と
い
へ
る
所
忙
寄
り
自
L

己
上
の
紀
行
に
於
て
も
、
一
一
一
厩

を
出
た
舟
は
松
前
へ
着
か
や
し
て
営
方
南
部
の
沖
へ
流
さ
れ
、
松
前
b
L
出
た
舟
は
津
軽
へ
着
か
や
し
て
彼
の
士
口
同
へ
流
さ
れ
、
漸
く
潮
路

主
張
越
へ
・
な
が
ら
三
厩
へ
着
か
十
し
て
近
く
の
平
舘
へ
寄
る
と
い
ふ
共
ム
口
で
営
陣
の
難
航
想
像
に
飴
り
あ
る
の
で
あ
る
。
古
来
か
ら
三
日

は
蝦
夷
島
へ
の
ふ
要
港
で
は
あ
る
が
、
風
其
他
の
都
合
で
は
三
厩
に
限
る
と
と
も
出
来
た
い
の
で
あ
る
。

四

古
来
か
ら
＝
一
蹴
附
近
の
山
崎
に
時
折
り
経
石
を
鷲
見
せ
ら
る
L
の
で
あ
る
。
車
円
森
牒
妙
粧
寺
所
臓
の
記
録
に
「
－
享
和
二
年
七
月
十
七
日

千
筒
寺
秋
田
久
保
闘
か
ド
み
や
久
兵
衛
来
る
、
同
人
松
前
渡
海
の
節
、
小
南
山
崎
山
中
に
て
、
日
持
と
云
ふ
経
石
を
拾
ひ
得
た
り
、
営
山

日
持
訓
告
人
本
州
渡
海
地
考



日
持
聖
人
本
州
渡
海
地
考

参
詣
に
て
飴
り
不
思
議
の
因
縁
に
仰
り
之
を
感
得
、
我
ま
た
二
つ
の
民
筆
之
石
を
も
ろ
け
、
永
〈
営
山
叢
賓
た
る
べ
し
」
之
は
今
を
去
る

晋
三
十
飴
年
前
の
と
と
に
し
て
、
営
時
妙
経
寺
は
日
持
聖
人
題
目
石
の
存
す
る
津
軽
法
嶺
院
の
本
寺
に
し
て
、
其
の
時
の
住
職
に
依
っ
て

鰹
石
を
賓
識
に
納
め
た
の
で
あ
る
0

・
弐
は
天
保
ご
年
六
月
後
潟
純
字
削
村
治
右
衛
門
氏
は

H
持
聖
人
の
軽
石
を
嶺
主
へ
献
上
し
、
金
コ
一
百

疋
を
下
賜
せ
ら
れ
て
居
る
。
と
れ
は
今
の
東
津
軽
郡
平
舘
村
字
字
削
最
上
治
右
衛
門
氏
と
と
で
、
山
崎
よ
り
感
得
し
た
盤
石
を
領
主
へ
献

じ
‘
現
に
御
代
官
榊
治
郎
丸
よ
り
の
目
録
を
所
臓
し
て
居
る
。
今
春
拳
院
を
卒
業
せ
る
最
上
英
俊
師
は
字
国
の
出
身
で
治
右
衛
門
氏
は
師

の
総
本
家
に
営
る
の
で
あ
る
。
此
の
外
同
村
の
潰
田
幸
弐
郎
氏
は
山
崎
か
ら
感
得
し
た
直
粧
一
寸
七
分
の
経
石
を
所
醸
し
て
居
る
。
向
ほ

山
崎
の
地
形
を
一
言
す
る
な
ら
ば
‘
海
岸
通
り
の
丘
で
あ
っ
て
、
潮
と
風
と
の
閥
係
上
、
自
然
に
砂
が
陸
の
方
へ
飛
び
上
り
‘
所
謂
砂
丘

と
成
り
長
い
間
に
は
失
第
に
肢
が
増
し
て
行
く
底
で
あ
る
、
余
は
此
の
山
崎
の
地
を
以
て
日
持
聖
人
本
州
出
舶
の
地
と
考
へ
た
い
の
守
あ

る
。
其
れ
は
前
項
土
、
り
趨
ぺ
た
通
り
、
交
通
上
か
ら
は
陸
奥
闘
よ
り
蝦
夷
島
へ
の
姿
津
は
南
部
地
方
と
し
て
は
鮫
、
津
軽
地
方
と
し
て
は

三
厩
描
で
る
っ
て
、
日
持
聖
人
は
盛
岡
よ
り
間
道
を
去
旬
、
秋
田
聯
よ
り
本
聯
津
軽
を
通
り
外
ケ
掛
聞
に
出
ら
れ
三
厩
方
面
に
進
み
、
地
理

上
か
ら
北
海
道
臥
牛
山
乃
至
石
崎
に
日
持
聖
人
の
史
蹟
は
存
す
る
故
そ
の
封
岸
た
る
営
方
三
厩
方
面
に
史
蹟
の
存
す
る
と
と
は
常
然
で
あ

り
、
此
の
三
厩
附
近
は
山
崎
に
時
折
り
経
石
が
感
得
せ
ら
る
L
か
ら
、
此
の
山
崎
の
地
を
出
舶
の
地
と
考
へ
た
い
の
で
あ
る
。

五

最
後
に
嶋
崎
甚
兵
衛
氏
に
就
て
一
一
一
一
目
す
る
た
ら
ぽ
、
民
は
青
森
聯
東
港
軽
郡
平
舘
村
石
崎
の
住
人
で
、
口
碑
の
侍
ふ
る
と
と
ろ
で
は
、

日
持
聖
人
蝦
日
列
島
へ
出
舶
の
節
．
民
の
舶
に
依
っ
て
渡
海
せ
ら
れ
た
と
い
ふ
の
で
る
る
。
然
し
今
の
庭
と
れ
ぞ
と
い
ふ
史
料
も
か
い
の
で
、

俄
に
断
定
す
る
と
と
も
出
来
た
い
が
、
か
L
る
話
題
の
生
れ
た
の
は
芯
l

舘
石
崎
の
封
岸
た
る
北
海
道
石
崎
に
百
持
聖
人
の
醤
蹟
が
存
す
る

の
で
起
っ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
余
の
考
へ
で
は
此
の
設
を
唱
へ
出
し
た
人
は
北
海
道
利
尻
に
晩
年
を
還
っ
た
中
村
雲
堂
師
と
思
ふ
の



で
あ
る
。
師
は
日
持
聖
人
－
玄
関
山
と
す
る
本
山
貞
相
官
寺
に
関
係
を
有
す
る
と
と
ろ
か
ら
‘
多
年
日
持
聖
人
の
足
跡
調
査
に
従
ひ
、
其
の
結

果
を
小
冊
で
は
b
る
が
著
越
と
し
て
世
K
出
し
、
此
の
中
に
甚
兵
衛
の
舶
に
乗
っ
て
渡
っ
た
と
と
を
書
い
て
居
る
の
で
あ
る
。
A
拡
大
正
六

年
八
月
二
十
六
日
嘱
崎
氏
訪
問
の
節
、
数
度
類
焼
の
後
と
て
何
等
史
料
と
な
る
べ
き
も
の
な
く
、
た
ど
貸
家
の
侮
設
と
し
て
先
祖
は
青
森

牒
の
南
部
地
方
か
ら
来
た
と
い
ふ
の
み
で
あ
っ
た
。
南
部
地
方
か
ら
移
住
し
た
と
せ
ば
）
余
の
考
へ
で
は
醤
南
部
領
に
し
て
今
の
背
森
聯

下
北
郡
川
内
村
の
管
内
た
る
嶋
崎
か
ら
来
た
も
の
で
は
左
い
か
と
思
ふ
。
も
と
此
底
に
八
戸
南
部
公
の
臣
で
、
横
田
瓦
郎
行
長
の
子
孫
が

邑
主
で
あ
っ
て
、
土
地
の
人
は
嘱
崎
蔵
人
と
稽
し
て
居
っ
た
が
、
・
今
か
ら
約
四
百
八
十
年
前
即
ち
康
正
年
中
に
、
南
部
十
三
代
政
経
に
亡

ぼ
さ
れ
、
蝦
夷
地
へ
逃
れ
彼
の
地
で
大
い
に
威
勢
を
振
ひ
、
予
孫
は
松
前
公
の
前
身
武
田
信
買
と
交
を
結
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
、
南
部
か
ら

た
と
せ
ば
此
の
一
族
で
は
左
か
ら
う
か
、
康
正
年
中
ど
い
へ
ば
日
持
聖
人
か
ら
約
百
六
十
年
後
の
と
と
で
あ
る
。
叉
永
蔽
五
年
浪
岡
御
所

来
の
幕
下
と
し
て
嘱
崎
四
郎
若
狩
守
季
贋
の
息
慶
買
は
石
崎
の
近
く
の
野
内
を
領
し
て
居
る
か
ら
、
此
の
一
族
と
関
係
を
有
す
る
の
か
。

勿
論
嘱
崎
甚
兵
衛
氏
は
昔
か
ら
の
本
宗
信
者
で
あ
る
。

2
5

日
持
型
人
本
州
渡
海
地
考
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一一一一


